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「総合インターンシップ」の導入について（案）
【その後の検討経過】

・教務委員会の意見、全学からの意見、教育実習連絡会（校長会）の意見を受けて、教

育実習専門部会で審議を行った。教育実習連絡会（校長会）からは「９割以上の学校現

場の賛意が得られていて、受け入れ希望校調査をするので問題はない」との意見、カリ

キュラム企画室からは「本学の特色あるプログラムとしてぜひ導入してほしい」との意

見が得られたことから、教育実習専門部会では，段階的導入を考慮しても具現化したい

との意見に集約された。

・また、 月に開催された教育実習協力校会議の席上、実習主任を対象にアンケート12

調査も実施した。積極的受け入れを希望する意見が大半を占めたが、中には「教育実

」 、「 」習だけでも大変なので遠慮したい が数校で 守秘義務が守れるかどうか心配がある

「３学期は学習のまとめ期なので避けて欲しい」などの意見もみられた。

・教育実習連絡会（校長会 、実習主任の双方に 「教育実習のように毎日履修記録簿） 、

をチェックするような煩雑な業務は簡略化してほしい」という意見が多く出された。

学内意見、上記意見に基づき次のように修正し、平成 年度からの導入を具体化した17

いと考えている。

【具体的導入に関わる修正箇所】

( ) 現段階では、自由科目として１年次「教育実践科目 教育実習」に位置付ける。1

( ) ボランティアではなく、教科指導や学級経営等をより深く理解し、実践的指導力を2

培うことを目的とすることを明示する。

（ ）事前指導で、個人情報の流出を防止するため「守秘義務」の徹底を図る。3

( ) 期間を２学期（９月～ 月）間とし、週２日、または３日とする。4 12

( ) 受け入れ校の負担軽減のために、履修記録簿の評価は教育実習専門部会が行い、受5

け入れ教諭には最後に総括的講評と 判定をお願いする。これらを総合して評定ABC

する。

( ) 平成 年度は実習先を附属小・中学校に限定し、その評価に基づいて、その後の6 17

方向性を再度検討する。

１．導入の主旨

法人化となり、ますます、各大学の特色ある取組が求められる時代となった。本学では

創立以来、１～４年次まで体系的に教育実習が位置付けられてきている。しかし、更なる

実践的指導力の育成を図ること、新採用・臨時採用にかかわらず職場にスムーズな移行を

、 、 、可能にすることを目的として さらには学びと実践を統合する場として 授業経験があり

授業補助者としての能力を備えている学生を対象に総合インターンシップ制度の導入を図

る。具体的には、９月から１２月の３ヶ月間を継続的に授業補助者として教育現場と関わ

り、実践的指導力のある学生を社会に輩出していく。
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具体的に総合インターンシップでのねらいは、次のとおりである。

授業補助者として日々の教育活動に参画し、教科指導、学級経営についてより一層

、 、 、の理解を深めると共に 学級の子ども達と関わり 教師の日々の実践的職務を学び

教育者を目指す上での総合的な実践的指導力の向上を図る。

２ 「総合インターンシップ」導入の構想．

（ ）対象学生1

真に教職を目指そうとする学生で、特に強い希望のある学生を対象とする。ただし、

次の条件を満たす学生のみとする。

・授業経験があり，授業補助者としての能力を備えている学生に限る。

・卒業研究に支障なく、人物面でクラス担当教員の推薦が得られる学生に限ること。

・７月末に受け入れ予定校を訪問し、受け入れ条件等の打合せを行い、受け入れ校が応

諾書を送付してきた場合に限ること。

( ) 配置までの手順2

①総合インターンシップ受け入れ校に対して希望調査を行い、受け入れ可能学生数を

把握する。

ただし、平成 年度は附属小・中学校のみ。17

②科目名は自由科目「総合インターンシップ 、２単位とし、１年次、授業実践科目」

教育実習に位置付ける。

③平成 年度は中等教育実習終了後、ガイダンスを行う。17

④希望学生は６月末までに卒業研究指導教員の推薦書と希望調書を教育支援課に提出

する。その上で受け入れ予定校に学生を仮配当し、希望調書を受け入れ校に送付す

る。

ただし、平成 年度は附属小・中学校とする。17

、 （ 、 、⑤受け入れ校に７月末に学生を訪問させ 具体的な打ち合わせ 期間 週の参加曜日

実習内容等）を通して人物の面接を受ける。受入応諾書を８月初旬までに教育支援

課に送付してもらう。それをもって「総合インターンシップ」実習校別名簿を公示

する。

⑥インターンシップ期間は９月２週から 月までとする。学生は総合インターンシッ12

プ終了後、履修記録簿を教育支援課に提出する。教育支援課は１月末に評価依頼を

各校に発送して評価判定を受理する。評価規準は本学で別に定めて送付する。各校

の評価判定と履修記録簿を勘案して教育実習専門部会で評定する。

⑦期間中、問題が発生した場合は、教育実習専門部会が卒業研究指導教員と協議し、

その後の継続を判断する。

３．具体的内容

( ) 原則は週２日または、３日とし、教員の勤務時間に準じて終日実習校で指導補助に1

当たるものとする。週の回数は受け入れ校と本人との話し合いで決める。
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（ ）インターンシップでの具体的な実習内容は下記のことを含めて、受け入れ校と学生2

との話し合いの中で決定するが、学級担任の片腕となって活動し、下記の内容に関し

て学習するよう努める。

・学級経営上の諸技術：学級における子ども達との関わり方、学級掲示の工夫、学級

、 、 、 、 、目標や当番活動 清掃活動 給食活動 学級便り 学級活動の組織化と運営の仕方

その他学級諸実務等を学ぶ。

・指導教師の授業補助者として教科指導に関わる中での教科指導の力量形成を図る。

・学級の枠を超えて、生活科や総合的学習の理解をする。

・学習に遅れがちな児童への個別指導等を通して、児童理解と支援の在り方を学ぶ。

４．インターンシップ期間中の事故等への対応

教育実習と同等に扱われることから、事故等は学生が大学で加入している保険によっ

て補償される。

５．事前・事後指導

( ) セクシュアル・ハラスメント、守秘義務、体罰、時間の厳守、身なり、欠席時のき1

ちんとした連絡等に関して十分に周知徹底を図る。

（ ）履修学生との連絡体制はきちんと整備し、 で定期的に教育実習担当が状況を2 E-mail

把握する他、期間内に巡回して受け入れ校との意見交換を深める。
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・現４年次学生へのアンケート調査結果より

本年度 中学校実習終了後の４年生を対象としたアンケート調査では ８割の学生は 総、 、 「

合インターンシップ」の導入に賛同しているが 「卒業研究のテーマは未確定」が８％、、

「テーマは確定したが、教員採用後に具体的研究をはじめる」とした学生がほぼ ％を40

占めた 「もし、本年度導入されたら履修するか」の問いに 「卒業研究は見通しが出て。 、

いるので参加したい 「辛さもあるが両立可能なので履修する」とした学生が５割を占め」

た。週の１，２日のみの参加とは言え、３年次段階で卒業研究をかなり進めていないと履

、 。修は困難であり 導入しても現４年次を見る限りでは ～ 名の履修者と予想された30 40

・校長会側の調査結果

受入を希望しないという学校が３校あったが、概ね、その他の学校は趣旨、内容共に賛

成である。新採用者が４月から責任を持って児童の指導に当たることを考えれば、大変価

値のある制度と考える。趣旨は賛成。総論として制度は理解できる。制度としてやむを得

ないなど、賛成の中にもやや消極的な賛成も若干見られた。

＜賛成の中で提出された意見＞

・教員を真に目指す学生の限っていただきたい（８校）

・評価や指導業務の負担が心配である。評価の簡素化、３学期は除くなどの配慮を期待

する （４校）。

・短い期間でも集中して、週に２，３日は来て欲しい （５校）。

・教育補助員か教育実習の延長か性格を明確にして欲しい （３校）。

・制度の趣旨に本人の力量アップを明示し、単なる手助けに終わらないよう歯止めを明

示すべきである。

・セクハラ、児童生徒、教職員の個人情報の漏洩が心配である。

・インターンシップを終了した学生への採用時の優遇措置を検討してほしい。

＜反対の意見＞

・守秘義務が守られるかどうか心配がある。

・受入教員の負担の増大、教務室に机がない、打ち合わせの時間もない現場事情
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・教育実習協力校会議での受入主任に対するアンケート調査結果

小学校 校・中学校 校2004.12.6 23 16

１．総合インターンシップの導入について

ア、このような制度を大いに歓迎したい

イ、よりよい教師を育てる意味で協力したい

ウ、実習記録簿のような煩雑なものがなければ協力したい

エ、何とも言えない

オ、導入してもさほど効果は期待できない

カ、教育実習さえも大変なので辞退したい

回答結果 複数回答を含む

ア イ ウ エ オ カ

12 9 0 0 1小学校 ７

3 7 4 3 0 1中学校

２．週に何日くらいなら有効と考えますか （小・中合計）。

回答結果

１日 ２日 ３日 ４日

6 15 14 2

３．教育補助者として関わりながら、授業実践を通して卒業研究としたい学生が出た場合

は、それも可能でしょうか。

ア、単元が合致するならば可能

イ、それは本人の誠意と熱意によって判断される

ウ、それは遠慮願いたい

回答結果

ア イ ウ

11 11 3小学校

5 3 4中学校

４．派遣期間について

ア、３学期はまとめの時期なので、９月から 月に集中してほしい。12

イ、週の回数は少なくとも、９月から 月ま12
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で継続して欲しい。

ウ、期間はもっと短くとも３，４日集中して来

て欲しい。

回答結果

ア イ ウ

８ ６20

５．自由記述

・現在チューター制度で毎週決まった日に来ていただいているが、来年度は予算の関係

で中止になります。インターンシップ制度は双方にメリットがあります。

・大変興味ある試みだと思います。精一杯協力したい気持です。

・まずは附属で試みられてはいかがでしょうか。

。 。・期待される効果は大きいものがあると思います 来秋からの実現に努力してください

・子ども達とのコミュニケーションが取れる学生なら、大きな成果が期待されると思い

ます。

・良いことだと思います。積極的にかつ慎重に推進していただければと思います。

・学校の受け入れ担当者の負担を軽減することが鍵だと思います。

・教職員を目指す上での基礎・基本をしっかり学んで欲しいと思います。

・現在、知人の院生にボランティアとして週２日来ていただいています。このような制

度が出来れば大変ありがたい。

・改革に期待をよせております。
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